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１．概要（Summary） 

我々は真空紫外線〜軟 X線領域における反射型の非

線形現象の観測を目指した研究を実施している。実現に

は複数の元素から構成された多層膜構造が試料として適

している。そこで、我々は Au, Fe, MgOを構成要素とし

てその成膜を行った。そして実際にその検証を X線自由

電子レーザー施設 SACLAにて行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 分子線エピタキシー装置 

【実験方法】 

MgO基板上に[Au/Fe]n及び[Au/Fe/MgO]nの多層

膜構造を数種類作成した。 

このうち Fig.1の[Au/Fe/MgO]n=4構造について、X線

自由電子レーザー施設 SACLA 軟 X線自由電子レー

ザービームライン(BL-1)にて非線形光学効果の検証を行

った。 

 

Fig.1 The [Au/Fe/MgO]n multilayer structure. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.2のように[Au/Fe/MgO]n=4多層膜試料に軟 X線

パルスを照射した。反射光を回折格子で分光することで、

基本波と第２次高次高調波(SHG)を区別して検出するこ

とを試みた。その結果、ノイズレベルに対して僅かに SHG

信号を確認できた。今後、より詳しく調べる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 Schematic drawing of a measurement set-

up for detectng the soft X-ray nonlinear optical 

effect.  
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・本研究は公益財団法人ひょうご科学技術協会の支援で

実施されました。 

・本研究は以下の共同研究者のおかげで実施できまし

た。厚く御礼申し上げます。 
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